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安心してできる家庭での子育
て環境の実現

保育料については、今年度、来年度をか
けて保育料検討委員会を開催し適切な
受益者負担となるよう検討します。

2010年度策定した「（仮称）地域子育て相
談センターの機能充実と公立保育園運
営の最適化」の計画を引き続き進めてい
きます。

家庭で自ら保育を行い、誰にも相談できない環境での子育てに不
安を抱える保護者が増えていて、保育園の①保育②交流（ひろ
ば）③相談の三つの機能のうち、相談機能を強化する必要性があ
ります。
市では、これに対応するため、マンパワーの集約、公立保育園ベ
テラン職員の知識及び子ども家庭支援センターの知識の活用、関
係機関との連携等を含めた「（仮称）地域子育て相談センターの機
能充実と公立保育園運営の最適化」の計画を昨年度策定し、相談
機能の強化を進めています。

適切な受益者負担

保育料については、現在市の方針で保護者負担を21％とし、残り
を行政が負担していますが、今後の財政負担は、保育所数の増
加とあいまって、ますます増大していくことが見込まれるなかで、
受益者の負担割合を見直す必要があります。また、その中で、認
証保育所や家庭的保育との利用料・保護者負担額とのバランスも
検討し、保護者間の不公平感を解消することも求められていま
す。
市では、保育料検討委員会を開催し、その中で多角的な視点から
保育料を検討します。

施設の目指す姿

改善内容
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待機児童対策としては、今回新たに策定
した新・保育サービス3ヵ年計画に基づ
き、引き続き保育所を整備していきます。

保護者等が乳幼児を家庭で保育できないときに、保護者等に代わり保育を行い、また、子どもが健やかに育ち学ぶことができる施設を目指す

保育園

近年の保育需要の高まりにより、保育所のキャパシティが限界を
超えており、入所できない待機児童が435人と、過去最高の値と
なっている。
市では、今回新たに新・保育サービス3ヵ年計画を策定し、その実
行に向けて現在準備中です。

子ども生活部子育て支援課

※このシートは、2011年9月時点で考えられたものです。
　予算等により変更となる場合もあります。
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